
委員会で調査を行いました

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門
的・能率的な審査や、重要な
事柄についての調査をするた
めの会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。
総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、他	
	 	 の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関す	
	   ること

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員
会、決算特別委員会があります。

Q

A

こ ん な こ と を 聞 き ま し た

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

10
月
29
日

分
庁
舎
等
整
備
工
事
実
施
設
計
書（
案
）

総
務
委
員
会

12
月
12
日

所
管
事
務
調
査

一
宮
地
域
交
流
会
館（
仮
称
）

実
施
設
計
説
明
書（
案
）

整備工事に向けた実施設計を作成

事業費縮減に努め、実施設計を作成

　

分
庁
舎
等
整
備
工
事
実
施
設
計
書
（
案
）
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
宮
地
域
交
流
会
館
（
仮
称
）
実
施
設
計
説
明

書
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
車
庫
棟
と
分
庁
舎
棟
を
分
離
発
注
す
る

こ
と
に
よ
り
事
業
費
を
削
減
で
き
る
と
の

こ
と
だ
が
、そ
の
理
由
は
。

【
答
】
共
通
仮
設
費
や
現
場
管
理
費
な
ど
の
諸

経
費
は
、工
事
期
間
の
長
さ
が
事
業
費
に
反

映
さ
れ
る
。分
離
発
注
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
工
事

に
要
す
る
期
間
か
ら
諸
経
費
を
算
出
し
た

場
合
で
は
、一
括
発
注
し
た
場
合
と
比
較
し

て
約
６
０
０
０
万
円
の
削
減
効
果
が
見
込

め
る
。

【
問
】
災
害
時
に
利
用
す
る
部
屋
の
空
調
方
式

に
、電
気
式
で
は
な
く
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
方
式
を
採

用
し
た
理
由
は
。

【
答
】
コ
ス
ト
面
で
は
割
高
で
あ
る
が
、停
電
時

に
既
存
の
自
家
発
電
設
備
か
ら
の
起
動
が

可
能
で
あ
り
、水
道
設
備
の
復
旧
を
早
期
に

進
め
る
災
害
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
維

持
の
た
め
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、い
ち
の
み
や
児
童

館
、一
宮
体
育
セ
ン
タ
ー
の
解
体
時
期
と
解

体
後
の
跡
地
利
用
は
。

【
答
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、い
ち
の
み
や
児
童

館
は
、新
し
い
複
合
施
設
に
機
能
移
転
す
る

９
年
５
月
以
降
、一
宮
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、体

育
施
設
供
用
開
始
後
の
11
年
４
月
以
降
に

解
体
。跡
地
利
用
は
現
時
点
で
は
未
定
だ
が
、

施
設
所
管
課
と
連
携
し
計
画
的
に
進
め
る
。

【
問
】
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
７

年
９
月
頃
に
解
体
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、新

し
い
体
育
館
の
供
用
開
始
ま
で
の
避
難
所

機
能
の
考
え
方
は
。

【
答
】
当
該
施
設
が
利
用
で
き
な
い
整
備
期
間

中
に
お
い
て
も
、一
宮
中
学
校
区
の
他
の
避

難
所
で
最
大
想
定
避
難
者
数
を
充
足
で
き

る
た
め
、一
宮
地
区
の
避
難
所
機
能
は
維
持

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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市
民
文
教
委
員
会

12
月
13
日

所
管
事
務
調
査

第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画（
改
訂
版
）（
案
）

国内外の情勢変化を踏まえ、見直しを実施

時代に即した効果的なスポーツ施策を推進

　

環
境
基
本
計
画
２
０
２
０
の
中
間
見
直
し

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
（
改
訂
版
）（
案
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
環
境
審
議
会
の
意

見
か
ら
計
画
に
反
映
し
た
項
目
は
。

【
答
】
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、関
心
の
あ
る
環
境
問

題
は「
地
球
温
暖
化
」が
約
７
割
を
占
め
、再

エ
ネ
設
備
や
エ
コ
カ
ー
導
入
費
補
助
を
求
め

る
回
答
が
上
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
、脱
炭
素

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
総
合
的
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、環
境
審
議
会
で
は
、２
０
５
０
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
に
、市
民
・

事
業
者
の
模
範
と
な
る
行
政
の
率
先
行
動

を
記
載
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、公
共
施

設
等
の
脱
炭
素
化
整
備
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、そ
れ
ぞ
れ
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
付
け
た
。

【
問
】
今
回
の
改
訂
に
お
い
て
重
点
と
し
て
位

置
づ
け
た
施
策
は
。

【
答
】
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、指
導
者
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
係
る
取
り
組
み
の
２
点
。

【
問
】
基
本
目
標
に「
多
様
な
主
体
が
参
画
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
創
出
」を
掲
げ
て
い
る

が
、外
国
人
へ
の
方
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

【
答
】
外
国
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
を
計
画
の
対

象
と
し
て
い
る
。具
体
的
な
対
応
と
し
て
は
、

通
訳
や
翻
訳
事
業
を
利
用
す
る
な
ど
、個
別

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

委員会で調査を行いました

福
祉
委
員
会

12
月
12
日

第
３
次
と
よ
か
わ
健
康
づ
く
り
計
画（
案
）

産
業
建
設
委
員
会

12
月
13
日

環
境
基
本
計
画
２
０
２
０
の
中
間
見
直
し（
案
）

健康増進計画と自殺対策計画を一体的に策定 　

第
３
次
と
よ
か
わ
健
康
づ
く
り
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
本
市
の
自
殺
者
の
傾
向
や
特
徴
か
ら
考

え
た
具
体
的
な
施
策
は
。

【
答
】
男
性
高
齢
者
の
自
殺
死
亡
率
が
県
平
均

と
比
較
し
て
特
に
高
い
。居
場
所
づ
く
り
や

見
守
り
訪
問
活
動
等
の
支
援
を
推
進
す
る

ほ
か
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
多
機
関

協
働
に
よ
る
包
括
的
な
相
談
体
制
づ
く
り

に
努
め
る
。全
世
代
へ
の
対
策
と
し
て
は
、悩

ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
て
あ
げ

ら
れ
る
人（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）の
養
成
を
、

新
た
な
施
策
と
し
て
推
進
す
る
。

【
問
】
計
画
の
周
知
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
周
知
の
対
象
と
し
て
注
力
す
べ
き
は
、健

康
へ
の
関
心
が
薄
い
人
で
あ
る
と
捉
え
、健

康
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
せ
ず
、多
く

の
方
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
周
知
活
動
を
行

う
な
ど
、工
夫
に
努
め
つ
つ
取
り
組
ん
で
い

く
。

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査
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